
　最初の利用期である2025A期のNanoTerasu利用研究課題（共用課題）が、2025年3月から8月にかけて実
施されました。
　この期間において、ビームラインBL02U、BL06UまたはBL13Uにて計38件の利用研究課題が実施され、
ビームタイムは計527.875シフト（1シフト＝8時間）が利用されました。
　実施課題は、それぞれ表1の通り国内外機関所属の実験責任者により実施されました。

　なお、利用課題実験報告書（Experiment Summary Report）は、以下のWebサイトに掲載しています。
　NanoTerasu User Information > その他利用情報 > 利用課題実験報告書
　https://user.spring8.or.jp/uisearch/expreport/ja/?criteria.institution=0

表1　2025A期NanoTerasu利用研究実施課題

BL
大学等教育機関 国公立研究機関等 産業界 海外機関 合計

課題数 シフト数 課題数 シフト数 課題数 シフト数 課題数 シフト数 課題数 シフト数

BL02U 3 56 3 54 4 78 10 188

BL06U 8 124.625 3 36 1 11.625 12 172.25

BL13U 10 92.75 6 74.875 16 167.625

合計 21 273.375 12 164.875 1 11.625 4 78 38 527.875

※実施課題を実験責任者の所属で区分
※延べ利用者数は計248人
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